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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防水性を有するシートにより屋根部１０と、この屋根部１０の長手方向一端と連続した
一端壁面部１１と、前記屋根部１０の長手方向他端と連続した他端壁面部１２を有し、
　前記屋根部１０と一端壁面部１１と他端壁面部１２がほぼ下向きコ字形状で、かつ前記
屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２が幅方向にＶ字形状に折曲した使用形態に
折り曲げて組み立てできると共に、前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面１２が１
枚のシート状に展開した状態で折り畳んで短尺な保管形態にできるようにした仮設建物の
基本ユニット。
【請求項２】
　前記屋根部１０と一端壁面部１１との境界部に、幅方向に向けてＶ字形状に折曲した第
１主折り曲げ線２を有し、屋根部１０と他端壁面部１２との境界部に、幅方向に向けてＶ
字形状に折曲した第２主折り曲げ線３を有し、
　前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向中間部に、長手方向に向か
う第１・第２・第３折り曲げ線４，５，６を有し、
　この第１・第２・第３折り曲げ線４，５，６は、前記第１・第２主折り曲げ線２，３の
折曲部２ｃ，３ｃを通り一直線状に連続し、
　前記屋根部１０の長手方向両端寄りに、折り畳み用折り曲げ線９をそれぞれ有し、
　この各折り畳み用折り曲げ線９は、幅方向に向けて一直線状である請求項１記載の仮設
建物の基本ユニット。
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【請求項３】
　前記各折り畳み用折り曲げ線９は、長手方向に離隔した外側折り曲げ線９ａと内側折り
曲げ線９ｂを有し、
　前記各内側折り曲げ線９ｂ、外側折り曲げ線９ａに沿って折り畳むことで、屋根部１０
と一端壁面部１１、他端壁面部１２との間に収納スペースｂを有した保管形態とすること
ができる請求項２記載の仮設建物の基本ユニット。
【請求項４】
　前記一方の外側折り曲げ線９ａは、前記第１主折り曲げ線２の幅方向一端部２ａと幅方
向他端部２ｂを結ぶ一直線状で、
　前記他方の外側折り曲げ線９ａは、前記第２主折り曲げ線３の幅方向一端部３ａと幅方
向他端部３ｂを結ぶ一直線状である請求項３記載の仮設建物の基本ユニット。
【請求項５】
　前記第１主折り曲げ線２は長手方向一方に向かうＶ字形状で、第２主折り曲げ線３は長
手方向他方に向かうＶ字形状で、
　前記第１折り曲げ線４は谷折りで、第２・第３折り曲げ線５，６は山折りである請求項
２記載の仮設建物の基本ユニット。
【請求項６】
　前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向一側寄りに一側折り曲げ線
７、幅方向他側寄りに他側折り曲げ線８をそれぞれ有し、
　前記一側折り曲げ線７に沿って折り曲げることで一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａ
を形成し、他側折り曲げ線８に沿って折り曲げることで他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１
２ｂを形成するようにした請求項１～５いずれか１項に記載の仮設建物の基本ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地震、火事、台風などの災害時等に仮設の住宅、仮設のトイレ等として利用
する仮設建物の屋根部と、２つの壁面部を構成する基本ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、地震、火事、台風などの災害が発生したときには、被災地に仮設建物を建て、被
災者が仮設の住宅、トイレ等として利用できるようにしている。
　前述の仮設建物としては、特許文献１に記載されたように、複数の壁面パネル、床パネ
ル、天井パネルを組み合わせたもの、特許文献２に記載されたように、壁体と扉体と屋根
板を備え、それらが重なり合った折り畳み状態と、複数の個室が形成された展開状態にで
きるようにした折り畳み式建家が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－８９０６２号公報
【特許文献２】登録実用新案公報第３０９７８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述した従来の仮設建物は、未使用時には分解した状態で倉庫などの保管場所に保管し
、災害発生時などには被災地まで運搬し、被災地で組み立てて仮設住宅、仮設トイレなど
として使用するのが一般的である。
　このようであるから、前述した仮設建物は、使用時に短時間に誰でも簡単に組み立てで
きることが要求される。
【０００５】
　しかしながら、前者の仮設建物は、複数の壁面パネル、天井パネルを組み合わせて仮設
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建物を組み立てし、複数の壁面パネル、天井パネルを分離して仮設建物を分解するが、前
述の組み合わせ個所の数が多いので、組み合わせ、分離に時間がかかり、仮設建物の組み
立て、分離に時間がかかる。
　しかも、天井のパネルの組み合わせは、その組み合わせ部から雨水等が浸入しないよう
に組み合わせなければならず、組み合わせには熟練した作業者が必要で、一般の人が組み
合わせると、その組み合わせ部から雨水等が浸入することがある。
【０００６】
　後者の仮設建物においては、複数の屋根板を連結、分離しているので、その連結、分離
に時間がかかり、仮設建物の組み立て、分離に時間がかかる。
　しかも、屋根板の連結には、その連結部から雨水等が浸入しないように連結しなければ
ならず、連結には熟練した作業者が必要で、一般の人が連結したのでは、連結部から雨水
等が浸入することがある。
【０００７】
　また、災害発生時には被災地に仮設住宅、仮設トイレなどを迅速に建てることが、被災
者にとって重要なことである。
　しかし、災害発生時には輸送手段が混乱し、被災地まで運搬するのに時間がかかり、被
災地に仮設住宅、仮設トイレを建てるのに時間がかかり、被災者に不便をかけてしまう。
　一方、近年、災害発生に備え、公園などの避難場所に備蓄倉庫を設置し、食料、日用品
などの備蓄品を保管することが実施されている。
　この備蓄倉庫内に、分解した仮設建物を備蓄品とともに保管すれば、災害発生時に仮設
住宅、仮設トイレを直ちに組み立てできる。
【０００８】
　しかし、前述した仮設建物は分解、折り畳みした状態で保管するためのスペースが広く
、前述した備蓄倉庫内に保管することが困難であった。
【０００９】
　本発明の目的は、使用時には、屋根部と２つの壁面部を有するほぼ下向きコ字形状の使
用形態に、短時間に、誰でも簡単に組み立てでき、保管するときには１枚のシート状に展
開した状態で折り畳みして短尺な保管形態にできるようにした仮設建物の基本ユニットと
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、防水性を有するシートにより屋根部１０と、この屋根部１０の長手方向一端
と連続した一端壁面部１１と、前記屋根部１０の長手方向他端と連続した他端壁面部１２
を有し、
　前記屋根部１０と一端壁面部１１と他端壁面部１２がほぼ下向きコ字形状で、かつ前記
屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２が幅方向にＶ字形状に折曲した使用形態に
折り曲げて組み立てできると共に、前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２が
１枚のシート状に展開した状態で折り畳んで短尺な保管形態にできるようにした仮設建物
の基本ユニットである。
【００１１】
　本発明においては、前記屋根部１０と一端壁面部１１との境界部に、幅方向に向けてＶ
字形状に折曲した第１主折り曲げ線２を有し、屋根部１０と他端壁面部１２との境界部に
、幅方向に向けてＶ字形状に折曲した第２主折り曲げ線３を有し、
　前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向中間部に、長手方向に向か
う第１・第２・第３折り曲げ線４，５，６を有し、
　この第１・第２・第３折り曲げ線４，５，６は、前記第１・第２主折り曲げ線２，３の
折曲部２ｃ，３ｃを通り一直線状に連続し、
　前記屋根部１０の長手方向両端寄りに、折り畳み用折り曲げ線９をそれぞれ有し、
　この各折り畳み用折り曲げ線９は、幅方向に向けて一直線状とすることができる。
　このようにすれば、第１・第２主折り曲げ線２，３及び第１・第２・第３折り曲げ線４
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，５，６を沿って折り曲げることで使用形態に折り曲げて組み立てできる。
　また、各折り畳み用折り曲げ線９に沿って折り曲げて折り畳むことで、屋根部１０、一
端壁面部１１、他端壁面部１２が重なり合った保管形態とすることができる。
【００１２】
　本発明においては、前記各折り畳み用折り曲げ線９は、長手方向に離隔した外側折り曲
げ線９ａと内側折り曲げ線９ｂを有し、
　前記各内側折り曲げ線９ｂ、外側折り曲げ線９ａに沿って折り畳むことで、屋根部１０
と一端壁面部１１、他端壁面部１２との間に収納スペースｂを有した保管形態とすること
ができる。
　このようにすれば、基本ユニット１に取り付けて仮設建物とする一側壁面シート、他側
壁面シートなどを収納スペースｂ内に収納した状態で保管できる。
【００１３】
　本発明においては、前記一方の外側折り曲げ線９ａは、前記第１主折り曲げ線２の幅方
向一端部２ａと幅方向他端部２ｂを結ぶ一直線状で、
　前記他方の外側折り曲げ線９ａは、前記第２主折り曲げ線３の幅方向一端部３ａと幅方
向他端部３ｂを結ぶ一直線状とすることができる。
　このようにすれば、各一側外側折り曲げ線９ａに沿って折り曲げることで、屋根部１０
、一端壁面部１１、他側壁面部１２が幅方向に平坦面となった下向きコ字形状の補助使用
形態に組み立てできると共に、その屋根部１０の長さ、一端壁面部１１、他端壁面部１２
の高さが、使用形態のときの屋根部１０の長さ、一端壁面部１１、他端壁面部１２の高さ
と同一である。
　したがって、補助使用形態の基本ユニット１と使用形態の基本ユニット１を幅方向に連
結して仮設建物とすることができる。
【００１４】
　本発明においては、前記第１主折り曲げ線２は長手方向一方に向かうＶ字形状で、第２
主折り曲げ線３は長手方向他方に向かうＶ字形状で、
　前記第１折り曲げ線４は谷折りで、第２・第３折り曲げ線５，６は山折りとすることが
できる。
　このようにすれば、基本ユニット１を使用形態に組み立てたときに、屋根部１０が凹Ｖ
字形状に折曲し、一端壁面部１１、他端壁面部１２が凸Ｖ形状に折り曲するので、基本ユ
ニット１の幅方向に一側・他側壁面ユニットを取り付けたとき、幅方向に隣接した基本ユ
ニット１を連結したときに、その取付部、連結部が山形状となるから、雨水等が溜まるこ
とがない。
　しかも、基本ユニット１を用いて仮設建物としたときに内部を広くできる。
【００１５】
　本発明においては、前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向一側寄
りに一側折り曲げ線７、幅方向他側寄りに他側折り曲げ線８をそれぞれ有し、
　前記一側折り曲げ線７に沿って折り曲げることで一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａ
を形成し、他側折り曲げ線８に沿って折り曲げることで他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１
２ｂを形成するようにできる。
　このようにすれば、一側・他側壁面シートをフランジを利用して取り付けできるし、隣
接した基本ユニット１同士をフランジを利用して連結できる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、シートを折り曲げることで屋根部と２つの壁面部を有する使用形態と
することができるので、使用時には使用形態に短時間に、誰でも簡単に組み立てできる。
　しかも、１枚のシート状に展開して折り畳んで短尺な保管形態にできるので、狭いスペ
ースに保管でき、避難場所に設置した備蓄倉庫内に、備蓄品とともに保管することが可能
である。
【図面の簡単な説明】
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【００１７】
【図１】本発明の基本ユニットの未使用形態の平面図である。
【図２】本発明の基本ユニットの使用形態の斜視図である。
【図３】本発明の基本ユニットを使用した仮設建物の側面図である。
【図４】本発明の基本ユニットを使用した仮設建物の正面図である。
【図５】本発明の基本ユニットを複数使用した仮設建物の側面図である。
【図６】本発明の基本ユニットの保管形態の断面図である。
【図７】本発明の基本ユニットの補助使用形態の斜視図である。
【図８】使用形態の基本ユニットと補助使用形態の基本ユニットを用いた仮設建物の側面
図である。
【図９】使用形態の異なる形状を示す斜視図である。
【図１０】基本ユニットの折り曲げ線の説明図である。
【図１１】基本ユニットの折り曲げ線に沿った折り曲げ説明図である。
【図１２】換気部の縦断面図である。
【図１３】窓部の分解斜視図である。
【図１４】窓部の縦断面図である。
【図１５】一側壁面シートの斜視図である。
【図１６】シート連結部の拡大横断面図である。
【図１７】他側壁面シートの斜視図ある。
【図１８】錠装置の取付状態を示す拡大横断面図である。
【図１９】一側笠木の取り付け説明図である。
【図２０】中間笠木の取り付け説明図である。
【図２１】基本ユニットの折り曲げ線の他の実施の形態の説明図である。
【図２２】基本ユニットの折り曲げ線に沿った折り曲げ説明図である。
【図２３】本発明の第２の実施の形態の基本ユニットを用いた仮設建物の分解斜視図であ
る。
【図２４】仮設建物の横断面図である。
【図２５】仮設建物の一部破断正面図である。
【図２６】図２５のＡ－Ａ拡大断面図である。
【図２７】一側・他側笠木の展開平面図である。
【図２８】管体挿通部の正面図である。
【図２９】図２８の縦断面図である。
【図３０】フランジ相互の連結部の正面図である。
【図３１】図３０のＢ－Ｂ拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の仮設建物の基本ユニット１は、図１に示すように１枚のシート状に展開できる
と共に、図２に示すように、Ｖ字形状に折曲した屋根部と２つの壁面部を有するほぼ下向
きコ字形状の使用形態に折り曲げて組み立てできる。
　前記基本ユニット１は、防水性を有するシート、好ましくはプラスチック製段ボール、
より好ましくは気泡ボードタイプのプラスチック製段ボールより成る。
　前記基本ユニット１は図１に示す展開した状態で長尺で幅狭いほぼ長方形の平面形状で
、長手方向中央部よりも長手方向一端寄りに第１主折り曲げ線２を有し、長手方向中央部
よりも長手方向他端寄りに第２主折り曲げ線３を有する。つまり、長手方向両端寄りに第
１・第２主折り曲げ線２，３を有する。この第１主折り曲げ線２と第２主折り曲げ線３と
の間の部分を屋根部１０、第１主折り曲げ線２よりも長手方向一端寄り部分を一端壁面部
１１、第２折り曲げ線３よりも長手方向他端寄り部分を他端壁面部１２としてある。
【００１９】
　つまり、一端壁面部１１は屋根部１０の長手方向一端と連続し、他端壁面部１２は屋根
部１０の長手方向他端と連続している。
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　そして、屋根部１０と一端壁面部１１との境界部に第１主折り曲げ線２を有し、屋根部
１０と他端壁面部１２との境界部に第２主折り曲げ線３を有している。
　前記第１・第２主折り曲げ線２，３は幅方向に向かうと共に、山折りである。
【００２０】
　前記第１主折り曲げ線２は、幅方向に向けてＶ字形状に折曲している。
　例えば、幅方向一端部２ａと幅方向他端部２ｂよりも幅方向中間部２ｃ（つまり、折曲
部）が長手方向一端寄りとなるように長手方向一端に向かうＶ字形状に折曲している。
　前記第２主折り曲げ線３は、幅方向に向けてＶ字形状に折曲している。
　例えば、幅方向一端部３ａと幅方向他端部３ｂよりも幅方向中間部３ｃ（つまり、折曲
部）が長手方向他端寄りとなるように長手方向他端に向かうＶ字形状に折曲している。
【００２１】
　前記屋根部１０の幅方向中間部には長手方向に向かう第１折り曲げ線４を有する。
　この第１折り曲げ線４は、前記第１・第２主折り曲げ線２，３の折曲部２ｃ，３ｃ（幅
方向中間部）間に亘って直線状に連続している。
　この第１折り曲げ線４は谷折りである。
【００２２】
　前記一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向中間部には第２折り曲げ線５、第３折り
曲げ線６が長手方向に向けてそれぞれ有する。
　前記第２折り曲げ線５は、前記第１主折り曲げ線２の折曲部２ｃと基本ユニット１の長
手方向一端面１ａとに亘って連続し、かつ前記第１折り曲げ線４と一直線状に連続する。
　前記第３折り曲げ線６は、前記第２主折り曲げ線３の折曲部３ｃと基本ユニット１の長
手方向他端面１ｂとに亘って連続し、かつ前記第１折り曲げ線４と一直線状に連続する。
　つまり、第１・第２・第３折り曲げ線４，５，６は、前記折曲部２ｃ、３ｃを通り一直
線状に連続する。
　前記第２・第３折り曲げ線５，６は山折りである。
　なお、図１において山折りは実線、谷折りは点線で図示してある。
【００２３】
　図１に示すように、前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２における幅方向
一側寄りに一側折り曲げ線７、幅方向他側寄りに他側折り曲げ線８をそれぞれ長手方向に
連続して有する。この一側・他側折り曲げ線７，８は山折りである。
　前記各一側折り曲げ線７は、前記第１・第２主折り曲げ線２，３の幅方向一端部２ａ，
３ａを結ぶように長手方向に一直線状に連続している。
　前記各他側折り曲げ線８は、前記第１・第２主折り曲げ線２，３の幅方向他端部２ｂ，
３ｂを結ぶように長手方向に一直線状に連続している。
【００２４】
　前記各一側折り曲げ線７に沿って折り曲げることで、屋根部１０、一端壁面部１１、他
端壁面部１２の幅方向一側部に一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａを形成することがで
きる。
　前記各他側折り曲げ線８に沿って折り曲げることで、屋根部１０、一端壁面部１１、他
端壁面部１２の幅方向他側部に他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１２ｂを形成することがで
きる。
　前記長手方向に隣接した各フランジの端部は切欠きされて折り曲げしたときに相互に重
なり合うことがないようにしてある。
【００２５】
　前記第１主折り曲げ線２の折曲部２ｃと第１・第２折り曲げ線４，５の端部、第２主折
り曲げ線３の折曲部３ｃと第１・第３折り曲げ線４，６の端部は、それぞれ１点で交差し
、複数回折り曲げを繰り返すことで交差部に応力が集中して破断する恐れがある。
　このことを防止するために、各交差部に孔１３を形成して応力が集中しないようにする
ことで、繰り返して複数回折り曲げしても破断しないようにしてある。
【００２６】
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　前記第１主折り曲げ線２の幅方向一端部２ａと屋根部１０、一端壁面部１１の一側折り
曲げ線７の端部、第２主折り曲げ線３の幅方向一端部３ａと屋根部１０、他端壁面部１２
の一側折り曲げ線７の端部はそれぞれ１点で交差しているので、その各交差部に一側孔１
４をそれぞれ形成してある。
　前記第１主折り曲げ線２の幅方向他端部２ｂと屋根部１０、一端壁面部１１に形成した
他側折り曲げ線８の端部、前記第２主折り曲げ線３の幅方向他端部３ｂと屋根部１０、他
端壁面部１２に形成した他側折り曲げ線８の端部は、それぞれ１点で交差しているので、
その各交差部に他側孔１５をそれぞれ形成してある。
　これによって、複数回の折り曲げによって交差部が破断しないようにできる。
　なお、前述の一側孔１４、他側孔１５は一側フランジ、他側フランジの切欠き部によっ
て不連続となっている。例えば、略Ｃ字形状となっている。
【００２７】
　前述の孔１３、一側孔１４、他側孔１５は、折り曲げて図２に示すようにほぼ下向きコ
字形状としたときに、図１に仮想線で示すようにシール片（パッチ）１６をそれぞれ貼着
して閉塞し、その孔１３、一側孔１４、他側孔１５から雨水が浸入しないようにする。
【００２８】
　前述の１枚のシート状に展開した形態の基本ユニット１を、第１・第２主折り曲げ線２
，３に沿って折り曲げることで、図２に示すように屋根部１０が横向きで、幅方向にＶ字
形状に折れ曲がり、一端壁面部１１と他端壁面部１２が縦向きで、幅方向にＶ字形状に折
れ曲がり、屋根部と、２つの壁面部を有したほぼ下向きコ字形状の使用形態の基本ユニッ
ト１とすることができる。
【００２９】
　前述のように、シート状の基本ユニット１を使用形態の基本ユニット１に折り曲げする
には、基本ユニット１を地面などにシート状に展開して置き、一側壁面部１１と他側壁面
部１２を作業者がそれぞれ手で持ち、幅方向に折り曲げる力を付与しながら上方に持ち上
げることで、ほぼ上向きコ字形状に折り曲げ、その後に起立して図２に示すほぼ下向きコ
字形状の使用形態とする。
　または、基本ユニット１をシート状に展開して地面などに縦向きに置き、一側壁面部１
１と他側壁面部１２を作業者がそれぞれ手で持ち、幅方向に折り曲げる力を付与しながら
地面などに沿った方向に移動することで、ほぼ横向きコ字形に折り曲げ、その後に起立し
て図２に示すほぼ下向きコ字形状の使用形態とする。
　このように、２人の作業者によって簡単にほぼ下向きコ字形状の基本ユニット１とする
ことができる。
【００３０】
　また、図２に示す使用形態から地面などにほぼ上向きコ字形状又はほぼ横向きコ字形状
に倒し、第１・第２主折り曲げ線２，３に沿って反対に折り曲げて図１に示す１枚のシー
ト状に展開した未使用形態とすることができる。
【００３１】
　このようであるから、第１・第２主折り曲げ線２，３に沿って折り曲げることで、屋根
部と２つの壁面部を有するほぼ下向きコ字形状の使用形態に組み立てできるし、その作業
が簡単で、短時間にできる。
　また、屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２は一体で連結部がないし、屋根部
１０と一端壁面部１１、他端壁面部１２は連続しているので、雨水等が浸入する部分が存
在しないから、一般の人が折り曲げて使用形態に組み立てしても雨水等の浸入がなく、誰
にでも組み立てできる。
【００３２】
　したがって、使用時には屋根部と２つの壁面部を有するほぼ下向きコ字形状の使用形態
に、短時間に、誰にでも簡単に組み立てできる。
【００３３】
　しかも、屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２は幅方向にＶ字形状に折れ曲が
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っていることによって、剛性が強く、屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の厚
さを薄くすることができる。
【００３４】
　前述した図２に示す使用形態の基本ユニット１を用いて仮設建物とするには、図３、図
４に示すように、一端壁面部１１、他端壁面部１２を設置面ａに強固に支持する。
　例えば、前述の孔１３にロープ１７を支持し、そのロープ１７を設置面ａに固定する。
　前記一端壁面部１１、他端壁面部１２の内面に亘って床材１８を設ける。
　そして、前記屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向一側縁、例えば、
一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａに一側壁面シート２０を取り付け、屋根部１０、一
端壁面部１１、他端壁面部１２の幅方向他側縁、例えば他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１
２ｂに他側壁面シート２１を取り付ける。
　前記他側壁面シート２１は出入口２２を有すると共に、この出入口２２を開閉する扉２
３が取り付けてある。
【００３５】
　前記屋根部１０の幅方向一側縁上面と一側壁面シート２０とに亘って一側笠木２４を長
手方向全長に亘って取り付けると共に、屋根部１０の幅方向他側縁上面と他側壁面シート
２１とに亘って他側笠木２５を長手方向全長に亘って取り付ける。
　これによって、一側・他側壁面シート２０，２１の取付部に直接雨水等がかかることが
なく、その取付部から雨水等が内部に浸入しないようにできる。
【００３６】
　前述の一側壁面シート２０、他側壁面シート２１、一側笠木２４、他側笠木２５は防水
性を有するシート、好ましくはプラスチック製段ボール、より好ましくは気泡ボードタイ
プのプラスチック製段ボールより成る。
【００３７】
　また、前述の使用形態の基本ユニット１を複数用いて大きな仮設建物とすることができ
る。
　例えば、図５に示すように、幅方向に隣接した一方の基本ユニット１の幅方向一側縁、
例えば一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａと他方の基本ユニット１の幅方向他側縁、例
えば他側フランジ１０，１１ｂ，１２ｂを連結する。
　以下同様にして順次基本ユニット１を連結し、最も一側寄りの基本ユニット１の幅方向
一側縁、例えば一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａに前述の一側壁面シート２０を取り
付け、最も他側寄りの基本ユニット１の幅方向他側縁、例えば他側フランジ１０ｂ，１１
ｂ，１２ｂに前述の他側壁面シート２１を取り付ける。
　そして、隣接した基本ユニット１の屋根部１０の取付部に亘って中間笠木２６を取り付
ける。
　この中間笠木２６は前述の一側・他側笠木２４，２５と同様に防水性を有するシートで
ある。
【００３８】
　前述のように、基本ユニット１は幅方向一側に一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａ、
幅方向他側に他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１２ｂを有しているので、基本ユニット１に
一側壁面シート２０、他側壁面シート２１を簡単に取り付けできると共に、幅方向に隣接
した基本ユニット同士を簡単に連結できる。
【００３９】
　前述の一側フランジ、他側フランジを有しない基本ユニットとしても良い。
　この場合には、取付用のシートを用いて一側・他側壁面シート２０，２１を基本ユニッ
ト１に取り付けたり、幅方向に隣接した基本ユニット１を連結することができる。
　または、一側・他側壁面シート２０，２１の上端部、縦縁部に折り曲げ線を設け、その
折曲げ線に沿って折り曲げてフランジを有するものとしても良い。
【００４０】
　前述のように、使用形態の基本ユニット１を複数用いて大きな仮設建物とするには、前
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述のように幅方向に順次連結するだけではなく、任意に連結することができる。例えば、
幅方向に複数連結したものを長手方向に連結する。長手方向に連結した基本ユニットの一
端壁面部と他端壁面部を連結して多角形状とし、各基本ユニットの屋根部に亘ってシート
状の屋根部を取り付ける。
【００４１】
　図１に示すように、第１主折り曲げ線２を長手方向一端に向かうＶ字形状、第２主折り
曲げ線３を長手方向他端に向かうＶ字形状とし、第１折り曲げ線４を谷折り、第２・第３
折り曲げ線５，６を山折りとしたことで、屋根部１０はＶ字形状に凹んだ形状（つまり、
凹Ｖ字形状）に折れ曲がり、一端壁面部１１、他端壁面部１２は外側に向けてＶ字形状に
突出した形状（つまり、凸Ｖ字形状）に折れ曲がる。
【００４２】
　このようであるから、図３に示すように屋根部１０と一側壁面シート２０、他側壁面シ
ート２１の取付部分、図５に示すように隣接した屋根部１０の連結部分が山形状となるの
で、その取付部分、連結部分に雨水等が溜まることがなく、それらの部分から雨水等が建
物内部に浸入し難くなる。
　しかも、一端壁面部１１、他端壁面部１２は外側に向けてＶ字形状に突出しているので
、建物内部のスペースを広くできる。
【００４３】
　図１に示すように、屋根部１０の長手方向両端寄りに、幅方向に向かう折り畳み用折り
曲げ線９をそれぞれ有する。
　前記各折り畳み用折り曲げ線９は、幅方向に向けて直線状、好ましくは長手方向と直角
の直線状で山折りとしてある。
　このようであるから、１枚のシート状に展開した基本ユニット１を、前述した各折り畳
み用折り曲げ線９に沿って折り曲げることで、屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部
１２が重なり合うように折り畳みできる。
　例えば、屋根部１０に一端壁面部１１が重なり合うと共に、他端壁面部１２が一端壁面
部１１に重なり合うように折り畳みできる。
【００４４】
　したがって、未使用時には基本ユニット１を、前述のように折り畳みして短尺な保管形
態にできるので、狭いスペースに保管できる。
　例えば、公園などの避難場所に設置した備蓄倉庫内に、備蓄品とともに保管することが
できる。
【００４５】
　前述の各折り畳み用折り曲げ線９は屋根部１０に形成したが、一端壁面部１１と他端壁
面部１２にそれぞれ形成しても良いし、屋根部１０と一端壁面部１１と他端壁面部１２に
それぞれ形成しても良い。
　つまり、１枚のシート状に展開した基本ユニット１を、長手方向に折り畳みして短尺な
保管形態にできるようにすれば良い。
【００４６】
　前記各折り畳み用折り曲げ線９は、長手方向に離隔した外側折り曲げ線９ａと内側折り
曲げ線９ｂを有し、その外側折り曲げ線９ａは長手方向端部側に位置し、内側折り曲げ線
９ｂは長手方向中央部側に位置している。
　このようであるから、図６に示すように、一端壁面部１１、他端壁面部１２の屋根部１
０に対する折り曲げ部１１ｃ，１２ｃがコ字形状となるので、一端壁面部１１、他端壁面
部１２が重なり合うと共に、屋根部１０と離隔した状態に折り畳み、その屋根部１０と一
端壁面部１１、他端壁面１２との間に収納スペースｂを有した折り畳み形態とすることが
できる。
【００４７】
　したがって、前述の収納スペースｂに、この基本ユニット１に取り付けて仮設建物とす
るための複数のシートｃを収納し、仮設建物用ユニットとして保管することができる。
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【００４８】
　前述の仮設建物とするための複数のシートｃは、前述した一側壁面シート２０、他側壁
面シート２１、床材１８、一側笠木２４、他側笠木２５などである。
　前記収納スペースｂに収納できるシートの長さと幅は、展開した屋根部１０の長さ（内
側折り曲げ線９ｂ間の寸法）、幅より小さい値であるので、一側壁面シート２０、他側壁
面シート２１を前述のように複数に分割し、分割したシートを収納すると共に、笠木を長
手方向に２つに折り畳みできるようにし、２つに折り畳みして収納する。
【００４９】
　このようにすることで、仮設建物の設置面ａから屋根部１０までの高さ（つまり、仮設
建物の高さ）と、仮設建物の長さ（屋根部１０の長さ）を大きくできるし、未使用時には
コンパクトに１つにまとめて保管できる。
【００５０】
　図１に示すように、前記長手方向一方の折り畳み用折り曲げ線９の外側折り曲げ線９ａ
の幅方向両端部は、前記第１主折り曲げ線２の幅方向一端部２ａと幅方向他端部２ｂと同
一位置である。
　前記長手方向他方の折り畳み用折り曲げ線９の外側折り曲げ線９ａの幅方向両端部は、
前記第２主折り曲げ線３の幅方向一端部３ａ、幅方向他端部３ｂと同一位置である。
【００５１】
　このようであるから、前述の各折り畳み用折り曲げ線９の外側折り曲げ線９ａに沿って
それぞれ折り曲げることにより、図７に示すように、屋根部１０、一端壁面部１１、他端
壁面部１２がほぼ下向きコ字形状で、かつ屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２
が幅方向に一直線状の平坦面となった幅方向寸法が大きな補助使用形態に折り曲げて組み
立てできる。
【００５２】
　しかも、一側壁面部１１、他側壁面部１２の高さ寸法、屋根部１０の長手方向寸法が、
前述した図２に示す屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２が幅方向にＶ字形状に
折曲した使用形態における一側壁面部１１、他側壁面部１２の高さ寸法、屋根部１０の長
手方向寸法と同一であるから、前述した補助使用形態の基本ユニット１を、前述した使用
形態の基本ユニット１と幅方向に連結して仮設建物とすることができる。
　したがって、複数の基本ユニット１を用いて幅広い仮設建物とすることができる。
【００５３】
　例えば、図８に示すように、幅方向に隣接した使用形態の基本ユニット１間に、補助使
用形態の基本ユニット１を連結することで、幅広い仮設建物とすることができる。
　しかも、前述の補助使用形態の基本ユニット１は、屋根部１０、一端壁面部１１、他端
壁面部１２が平坦面のために強度が弱いが、この補助使用形態の基本ユニット１の幅方向
両側に連結した屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２がＶ字形状に折曲し強度が
強い使用形態の基本ユニット１で補強されるから、仮設建物としての強度を強いものにで
きる。
【００５４】
　また、使用形態の基本ユニット１を用いた仮設建物における他側壁面シート２１、例え
ば図５に示す仮設建物における他側壁面シート２１に、前述の補助使用形態の基本ユニッ
ト１を連結することで、仮設建物の出入口２２の外側に補助使用形態の基本ユニット１で
囲まれた広い空間部を形成できる。
【００５５】
　前記屋根部１０は採光部を有し、仮設建物としたときに内部が明るくなるようにしても
良い。
　例えば、屋根部１０に小さな開口を複数形成し、その各開口に透明材料より成るシート
の小片を嵌め込んで固着して採光部とする。
【００５６】
　図９に示すように、使用形態の基本ユニット１を、前記屋根部１０がＶ字形状に突出し
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た形状（つまり、凸Ｖ字形状）で、一端壁面部１１、他端壁面部１２が内側に向けてＶ字
形状に凹んだ形状（つまり、凹Ｖ字形状）としても良い。
　つまり、図１に示す第１・第２主折り曲げ線２，３を長手方向中央部に向かうＶ字形状
とし、第１折り曲げ線４を山折り、第２・第３折り曲げ線５，６を谷折りとすることで、
図９に示す使用形態の基本ユニットに折り曲げることができる。
【００５７】
　次に、基本ユニット１の具体形状を説明する。
　前記基本ユニット１を形成する防水性を有するシート３０は、図１０に示すように、表
面シート３１と裏面シート３２を芯材３３を介在して接合したプラスチック製段ボールで
ある。
　前記芯材３３は、多数の凹陥部を有したシートで、この凹陥部と表側シート３１、裏側
シート３２で空洞部を形成し、気泡ボードタイプのプラスチック製段ボールとしてある。
　前記芯材３３は、波形状に湾曲したシート、凹凸を有したシート、ハニカム構造体等で
も良い。
【００５８】
　前述のシート３０に、図２に示す各種の折り曲げ線を形成するには、治具３４を裏側シ
ート３２から押しつけて芯材３３を押しつぶして裏側シート３２をほぼＶ字形状に曲げて
凹部３５を形成する。この凹部３５は所定の角度（例えば１２０°）で、その底部に水平
面３５ａを有し、この凹部３５を前述の折り曲げ線とする
【００５９】
　このようにすることで、図１１に一点鎖線で示す直線状のシート３０を実線で示すよう
に、裏側に向けて９０°以上折り曲げて鋭角（例えば６０°）の状態に折り曲げできるか
ら屋根部１０の１側フランジ１０ａ、他側フランジ１０ｂを折り曲げできる。
　また図１１に２点鎖線で示すように、裏側に向けて９０°より小さい角度折り曲げて鈍
角（例えば１２０°）の状態に折り曲げできるから、一側・他側壁面部１１，１２を折り
曲げできる。
　しかも図１１に３点鎖線で示すように表側に向けて９０°より小さい角度折り曲げて鈍
角（例えば１２０°）の状態に折り曲げできるから屋根部１０を折り曲げできる。
　しかも、水平部３５ａを有するので折り曲げに柔軟に対応できる。
【００６０】
　前述のシート３０は、その表側シート３１が外側となるようにして基本ユニット１に用
いられ、図１１において裏側に向けて折り曲げるのが山折りで、表側に向けて折り曲げる
のが谷折りである。
　これによって、凹部３５が内側（建物内部側）となるので、基本ユニット１の外側は凹
凸のない平坦面となるから、雨水等が溜まることがないようにできる。
【００６１】
　前記床材１８は、下面に凹溝を複数有した板状体、好ましくは硬質発泡スチロールの板
状体で、前述した一端壁面部１１、他端壁面部１２の内面に接するように基本ユニット１
内に敷設される。
　前記凹溝が雨水等の排水経路となるので、床材１８の下に雨水等が溜まることがない。
　前記床材１８にナットを埋設し、一端・他端壁面部１１，１２（フランジ）、一側・他
側壁面シート２０，２１の下縁部の孔からボルトを前記ナットに螺合して固着している。
【００６２】
　図１に示すように、基本ユニット１の他端壁面部１２に換気部４０としての換気穴４１
が複数形成してある。
　図１２に示すように、他端壁面部１２の外側面（前述のシート３０の表側シート３１）
に開閉用シート４２の取付部４２ａが取り付けてある。例えば両面粘着材付きシーラー４
３によって接着して取り付けてある。
　この取付部４２ａには、前記換気穴４１と連通した穴４４が形成され、この穴４４と換
気穴４１を通して空気が流通する。
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　前記開閉用シート４２は、前記取付部４２ａの穴４４を塞ぐ閉塞部４２ｂを有し、この
閉塞部４２ｂは取付部４２ａに、取付部４２ａに接して穴４４を塞ぐ閉じ位置と、取付部
４２ａと離れて穴４４を開放する開き位置とに亘って移動自在に設けてある。
【００６３】
　例えば、開閉用シート４２を前述のシート３０とし、取付部４２ａと閉塞部４２ｂの境
い目に凹部４２ｃを形成して折り曲げ線とし、常時閉塞部４２ｂが開き位置に保持される
ようにする。
　そして、閉塞部４２ｂと他端壁面部１２に亘って紐４５を設け、この紐４５にコードス
トッパー４６を取り付け、そのコードストッパー４６を弛め操作して紐４５を引張ること
で閉塞部４２ｂが閉じ位置に折り曲げられ、その状態でコードストッパー４６で紐４３を
ストップすることで閉塞部４２ｂを閉じ位置で保持できるようにしてある。
【００６４】
　これによって、換気部４０を構成し、仮設建物として利用するときに、その建物内部を
換気できる。
　また、開閉用シート４２の閉塞部４２ｂは、シート自身の弾性によって開き位置に保持
され、紐４５を引張ることで閉じ位置に回動でき、その紐４５を弛めることで閉塞部４２
ｂが開き位置に回動するので、その閉塞部４２ｂを回動する操作が簡単である。
【００６５】
　前述の換気部４０は一端壁面部１１に設けても良いし、一端壁面部２０と他端壁面部２
１にそれぞれ設けても良い。
　なお、前述した換気部４０は本発明の基本ユニットに限ることはなく、前述したシート
３０を用いた仮設建物であれば適用できることは勿論である。
【００６６】
　図１に示すように、基本ユニット１の一端壁面部１１には、窓用開口部５０が形成して
ある。
　この窓用開口部５０は窓部材５１で開閉され、窓としてある。
　前記窓部材５１の取り付けについて説明する。
　図１３に示すように、前記一端壁面部１１の外面（前述のシート３０の表側シート３１
）における窓用開口部５０の上縁部に沿ってシーラー５２が設けられ、左右の縦縁部と下
縁部に沿って面ファスナーの雄部材５３が設けてある。
　前記窓用開口部５０を開閉する窓部材５１は、前記窓用開口部５０よりも大きな矩形状
で、上部寄りに上折り曲げ線５４ａ、上下中間に中間折り曲げ線５４ｂ、下部寄りに下部
折り曲げ線５４ｃを有している。
　例えば、窓部材５１は前述したシート３０と同様のシートで、前述と同様にして折り曲
げ線が形成される。
【００６７】
　図１４に示すように、前記窓部材５１の上折り曲げ線５４ａより上部寄り部分が取付部
５１ａで、その取付部５１ａが前記シーラー５２を介して一端壁面部１１の外面に取り付
けられる。なお、取付部５１ａは２つに折り畳んである。
　前記窓部材５１の上折り曲げ線５４ａと下折り曲げ線５４ｃとの間の中間部分５１ｂは
、中間折り曲げ線５４ｂに沿って折り曲げられる。
　前記窓部材５１の下折り曲げ線５４ｃよりも下方寄り部分が保持部５１ｃで、この保持
部５１ｃには前記雄部材５３に係脱する雌部材５５が取り付けてある。
　そして、この雌部材５５を前記雄部材５３に係合することで、窓部材５３で窓用開口部
５０を開閉できる。
【００６８】
　前記窓部材５１の中間部分５１ｂを２つに折り畳むことで窓用開口部５０は全開状態と
なる。
　このとき、２つに折り畳みされた中間部分５１ｂが一端壁面部１１の外面よりも外方に
張り出し、その窓部材５１は庇の役目を果たす。
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　しかも、窓部材５１の中間部分５１ｂにおける中間折り曲げ線５４ｂを境として上部分
と下部分とには、前述した面ファスナーの雄部材５３、雌部材５５が取り付けてあり、こ
の雄部材５３と雌部材５５が係合することで窓部材５１の中間部分５１ｂを２つに折り畳
んだ状態にしっかりと保持できる。
【００６９】
　前記一端壁面部１１の内面における窓用開口部５０の周縁に亘って網戸５６が取り付け
てある。
　例えば、一側枠５６ａと他側枠５６ｂで防虫網５６ｃを挟持して網戸５６とし、その一
側枠５６ａを接着手段、例えば粘着シーラー５７で一端壁面部１１の内面における窓用開
口部５０の周縁に接着して取り付けてある。前記一側枠５６ａと他側枠５６ｂは前述した
シート３０を用い、２つの開口部を形成し、２つの開口部の間の部分を折り曲げて形成し
てある。
【００７０】
　前記窓は他端壁面部１２に形成しても良いし、一端壁面部１１と他端壁面部１２の両方
に形成しても良い。
　また、前述の窓は本発明の基本ユニットに限ることはなく、通常の仮設建物の窓として
利用できることは勿論である。
【００７１】
　前記一側壁面シート２０は図１５に示すように、複数のシートを分離可能に連結してあ
る。
　例えば、第１シート６０と第２シート６１を連結部材６２で着脱自在に連結し、その連
結部材６２の屋内側に補強部材６３が取り付けてある。
【００７２】
　このようであるから、一側壁面シート２０を２つのシートに分割して運搬、保管するの
で、一側壁面シート２０の運搬、保管が容易である。
　また、連結部材６２と補強部材６３とで２つのシートの連結部を補強しているので、一
側壁面シート２０が変形等することがない。
【００７３】
　図１６に示すように、第１シート６０、第２シート６１、補強部材６３は前述した基本
ユニットに用いたシート３０と同様のシートで、その端面に連結用突部材６４が固着、例
えば溶着してある。
　前記連結部材６２は、３つの連結用凹部６２ａをＴ字形状となるように有している。
　そして、直線状に対向した２つの連結用凹部６２ａに第１・第２シート６０，６１の連
結用突部材６４を嵌合して連結する。
　前記連結部材６２の残りの連結用凹部６２ａに補強部材６３の連結用突部６４を嵌合し
て補強部材６３を第１・第２シート６０，６１と直角となるように取り付ける。
【００７４】
　このようであるから、第１・第２シート６０，６１と補強部材６３を、連結部材６２を
用いて簡単に連結したり、分離することができる。
　また、一側壁面シート２０は３つ以上のシートに分割し、前述と同様に連結部材６２、
補強部材６３を用いて順次連結しても良い。
　また、一側壁面シート２０は１枚でも良い。
【００７５】
　前述した一側壁面シート２０は本発明の基本ユニット１に限ることはなく、通常の仮設
建物の壁面を構成する壁面シートとして利用できることは勿論である。
【００７６】
　前記他側壁面シート２１は図１７に示すように、一側壁面シート２０と同様に、複数の
シートを分離可能に連結してある。
　例えば、一側壁面シート２０と同様に、第１シート６０と第２シート６１を連結部材６
２で連結し、その連結部材６２に補強部材６３が取り付けてある。
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　前記第２シート６１に出入口２２が形成してある。この第２シート６１の外面における
出入口２２の周縁に沿ってシーラー２２ａを貼着する。
　前記扉２３は、前述の基本ユニット１のシート３０と同様のシートで、その一側寄りに
折り曲げ線２３ａを上下方向に連続して有し、この折り曲げ線２３ａよりも一側寄り部分
が取付部２３ｂである。
　前記取付部２３ｂを第２シート６１の外面における出入口２２の一方の縦縁に固着具６
５を用いて着脱可能に取り付ける。
【００７７】
　前記扉２３の取付部２３ｂ（吊元側）と反対側、つまり戸先側に錠装置７０が取り付け
てある。
　この錠装置７０は図１８に示すように、錠杆７１とレバー７２とシリンダ錠７３を備え
ている。
　前記錠杆７１は、第２シート６１の内面に接して扉２３が開放しないように閉じ状態で
ロックするロック位置と、第２シート２１の内面と離れてロック解除するロック解除位置
とに亘って回転する。
　前記レバー７２は第２シート６１の内面側（つまり、仮設建物の内部）に位置し、内側
からレバー７２を操作して錠杆７１を回転できる。
　前記シリンダ錠７３は第２シート６１の外面側（つまり、仮設建物の外部）に位置し、
キーを挿入して回転することで錠杆７１を回転できる。
【００７８】
　前記扉２３は、折り曲げ線２３ａに沿って閉じ状態と開き状態に折り曲げることで出入
口２２を開閉し、この扉２３は前述のようにシートの弾性によって常時開き状態となって
いる。
　そして、扉２３を閉じ状態に折り曲げると、その扉２３には開き状態に折り曲げる力が
作用する。
　したがって、錠杆７１は第２シート６１の内面に押しつけられるから、ガタついたりす
ることがない。
　この扉２３の取り付けは、本発明の基本ユニット１に限ることはなく、通常の仮設建物
の扉にも利用できることは勿論である。
【００７９】
　前記一側笠木２４、他側笠木２５、中間笠木２６は、図１９、図２０に示すように、前
述の基本ユニット１のシート３０と同様のシートを用いた長尺で幅狭な長方形状である。
　この各笠木の長さは基本ユニット１の屋根部１０の長さと同一である。
　前記各笠木は、その幅方向中間部に折り曲げ線２４ａ，２５ａ，２６ａを有する。この
折り曲げ線は前述と同様にして形成する。
　そして、各笠木は折り曲げ線に沿って幅方向に山形状に折り曲げられ、その幅方向一側
の下面と幅方向他側の下面に面ファスナーの雄部材５３がそれぞれ取り付けてある。
　図１９は一側笠木２４を図示しているが、他側笠木２５も同様である。つまり、一側笠
木２４、他側笠木２５、中間笠木２６は同一としてある。
【００８０】
　前記基本ユニット１の屋根部１０の幅方向両側寄りに面ファスナーの雌部材５５が貼着
してある。
　前記一側笠木２４は、図１９に示すように一方の雄部材５３を雌部材５５に係合して幅
方向一方側を屋根部１０の幅方向一側寄りに取り付け、幅方向他方側を屋根部１０よりも
側方に張り出して庇とする。
　また、図示はしていないが他側笠木２５も同様にして屋根部１０の幅方向他側寄りに取
り付ける。
　前記中間笠木２６は図２０に示すように、両方の雄部材５３を、幅方向に隣接した基本
ユニット１の屋根部１０の雌部分５５にそれぞれ係合して隣接した基本ユニット１の屋根
部１０に亘って取り付ける。
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　なお、笠木の下面と屋根部１０の上面との間には隙間が生じるので、屋根部１０の上面
にスポンジ５８を取り付け、このスポンジ５８に笠木の下面を接するようにしてある。
【００８１】
　前述した図１１～図２０においてシートを１枚のシートとして図示してある。
【００８２】
　次に、他の実施の形態について説明する。
　前述の実施の形態では、図１０に示すように、シート３０に治具３４で１つの凹部３５
を形成して折り曲げ線としたが、図２１に示すように、シート３０に治具３４で２つの凹
部３５を間隔を置いて形成し、その２つの凹部３５で折り曲げ線とするようにしても良い
。
　このようにすれば、図２２に示すように、各凹部３５ごとにそれぞれ折り曲げることで
、その各凹部３５ごとの折り曲げ角度の和が全体の折り曲げ角度となるので、小さな折り
曲げ角度で折り曲げることによって２つの凹部３５を境として大きな角度に折り曲げでき
る。図２２においては２つの凹部３５ごとに同じ角度だけ折り曲げしてあるが、一方の凹
部３５で最大限に折り曲げ、他方の凹部３５で若干折り曲げるようにしても良い。
【００８３】
　したがって、小さな角度の治具３４、例えば９０°の治具３４を用いて９０°の凹部３
５を２つ形成し、各凹部３５ごとに９０°よりも小さい角度（例えば６０°）折り曲げる
ことで、シート３０を鋭角（例えば、６０°）の状態に折り曲げできる。
【００８４】
　よって、シート３０を鋭角の状態に折り曲げたときの真直ぐの状態に復元しようとする
力が、１つの凹部３５で鋭角に折り曲げた場合よりも小さい。
　これによって、屋根部１０の一側・他側フランジ１０ａ，１０ｂを折り曲げたときに、
その折り曲げた状態に維持し易い。
　前述のシート３０の折り曲げ線の形成の仕方は、図１に示す各一側・他側折り曲げ線７
，８に適用し、他の折り曲げ線は前述の図１０に示す治具３４を用いて１つの凹部３５を
形成すれば良い。
【００８５】
　前述の実施の形態では、一側・他側壁面シート２０，２１の第１シート６０と第２シー
ト６１を図１６に示すように連結部材６２で連結したが、第１シート６０、第２シート６
１の端部を折り曲げ、その折り曲げ片を連結して第１シート６０と第２シート６１を連結
しても良い。
　例えば、図２３、図２４に示すように、一側・他側壁面シート２０，２１の第１シート
６０、第２シート６１の端部を折り曲げて折り曲げ片６０ａ，６１ａとし、その折曲げ片
６０ａ，６１ａを突き合わせて連結手段６０ｂで連結する。
　前記連結手段６０ｂとしてはクリップが用いられているが、ボルト・ナットや後述する
ジョイントなどでも良い。
【００８６】
　図２３、図２４において、床材１８は前述の下面に凹溝１８ａを有した硬質発泡スチロ
ール製の板状体で、一側床材１８ｂと他側床材１８ｃの対向端面１８ｄ，１８ｅを突き合
わせて面ファスナーなどで連結してある。
　前記の一側床材１８ｂ、他側床材１８ｃの対向端面１８ｄ，１８ｅの幅方向両端寄りに
切欠凹部１８ｆがそれぞれ形成され、この対向した切欠凹部１８ｆ間に、前記の一側・他
側壁面シート２０，２１の第１・第２シート６０，６１の折り曲げ片６０ａ，６１ａが嵌
まり込んでいる。
　なお、の一側・他側床材１８ａ，１８ｂは、長手方向に複数の床材を接合してそれぞれ
形成してある。これは、床材１８を保管するときに短尺とするためである。
【００８７】
　前記一側・他側床材１８ｂ，１８ｃにはナット部材１８ｇがそれぞれ埋設され、一端壁
面部１１、他端壁面部１２の一側・他側フランジ１１ａ，１２ａ，１１ｂ，１２ｂ及び一
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側・他側壁面シート２０，２１の第１・第２シート６０，６１の下端縁の孔からボルト１
８ｈを前記各ナット部材１８ｇに螺合して床材１８との一側・他側壁面部１１，１２、一
側・他側壁面シート２０，２１の下端縁が固着されている。
【００８８】
　前記屋根部１０は、その一側フランジ１０ａ、他側フランジ１０ｂを垂直姿勢とするこ
とで、下向きの荷重に対する剛性が大きくなる。しかも、屋根部１０の各フランジが一端
壁面部１１、他端壁面部１２の各フランジに接することで屋根部１０の下向きの荷重に対
する剛性がより大きくなる。
【００８９】
　前述のようにするために、図２５に示すように、屋根部１０の各フランジと一側・他側
壁面部１１，１２の各フランジとに亘って補強用裏板８０を取付けている。
　前記補強用裏板８０は、図２３に示すように、横板８１と、その長手方向両端部と連続
した一端下向板８２、他端下向板８３で下向コ字形状で、その横板８１が屋根部１０の一
側フランジ１０ａ、他側フランジ１０ｂの長手方向全長に亘って固着具で固着して取付け
てある。
　前記一端下向板８２は一側壁面部１１の一側フランジ１１ａ、他側フランジ１１ｂの上
部寄りに固着具で固着して取付けてある。
　前記他端下向板８３は他端壁面部１２の一側フランジ１２ａ、他端フランジ１２ｂの上
部寄りに固着具で固着して取付けてある。なお、横板８１の長手方向中央部に折り曲げ線
８１ａを形成し、保管時に短尺にできるようにしてある。
【００９０】
　前記固着具は、一側・他側壁面シート２０，２１をフランジに固着する固着具を兼用し
ている。
　例えば、図２６に示すように、屋根部１０の他側フランジ１０ｂ、他側壁面シート２１
の第２シート６１、補強用裏板８０の横板８１の重なり合う部分に孔８４を形成し、前述
したジョイント８５の外側筒８６を各孔８４に挿入し、その外側筒８６内に内側筒８７を
押し込んで９０°回転することで、前述の他側フランジ１０ｂ、第２シート６１、横板８
１を連結する。
【００９１】
　前述のように補強用裏板８０を取付けることで、屋根部１０の一側・他側フランジ１０
ａ，１０ｂを垂直姿勢に保持できる。
　しかも、前記一側フランジ１０ａの長手方向両端面を、各一側フランジ１１ａ，１２ａ
の上端面に接した状態に保持できると共に、他側フランジ１０ｂの長手方向両端面を、各
他側フランジ１１ｂ，１２ｂの上端面に接した状態に保持できる。
【００９２】
　前記一側・他側笠木２４，２５を図２３に示すように、一側片２４ａ，２５ａと他側片
２４ｂ，２５ｂで断面ほぼ山形状の長尺で、長手方向両端に端部片２４ｃ，２５ｃを有す
る形状とする。
　そして、端部片２４ｃ，２５ｃで、一端壁面部１１と一側・他側壁面シート２０，２１
の重なり部における上部、他端壁面部１２と一側・他側壁面シート２０，２１の重なり部
における上部をそれぞれ覆うようにしてある。
　これによって、前述の重なり部の上部に雨水等が吹きつけられることを端部片２４ｃ，
２５ｃで防止できる。
【００９３】
　前記一側・他側笠木２４，２５を前述の形状とするには、例えば図２７に示すように、
幅狭で長尺な笠木用シート９０の長手方向両端面９０ａを外向きＶ字形状とし、その笠木
用シート９０の幅方向中央部に一対の主折り曲げ線９１を形成すると共に、長手方向両端
部寄りに内向きＶ字形状の端部折り曲げ線９２を形成する。
　そして、笠木用シート９０を各折り曲げ線９１，９２に沿って折り曲げることで前述し
た形状の一側・他側笠木２４，２５とすることができる。なお、笠木用シート９０の長手
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方向中央部に折り曲げ線９０ａを形成し、保管時に短尺にできるようにしてある。
【００９４】
　前述した各実施の形態の基本ユニットにおいては、屋根部１０の一部を遮光性材料によ
って形成して採光部としても良い。
　例えば、矩形状、円形状などの小さな採光部を屋根部１０に複数形成する。帯状の採光
部を屋根部１０の幅方向に亘って形成する。
　前述の採光部は、一側・他側壁面シート２０，２１、扉２３などにも形成するようにし
ても良い。
【００９５】
　前述した仮設建物内に排水管などを配管することがあるので、一端壁面部１１、他側壁
面部１２、一側壁面シート２０、他側壁面シート２１のいずれかに排水管などの管体が挿
通する管体挿通部を形成する。
　例えば、図２８、図２９に示すように、一側壁面部１１に管体挿通用孔９５を形成し、
この孔９５を閉塞する配管蓋９６をリベット９７などで回動自在に取付ける。
　そして配管蓋９６を２点鎖線で示すように上方に回動して管体挿通孔９５を開放し、管
体挿通用パイプ９８を挿入して取り付ける。
【００９６】
　前述のように、使用形態の基本ユニット１を複数用いて大きな仮設建物とする場合には
、図３０に示すように隣接した基本ユニット１の屋根部１０の一側フランジ１０ａ、他側
フランジ１０ｂ相互、一端壁面部１１の一側フランジ１１ａ、他側フランジ１１ｂ相互、
他端壁面部１２の一側フランジ１２ａ、他側フランジ１２ｂ相互をそれぞれ連結するが、
その各フランジ相互の連結部における長手方向全長に亘って、断面ほぼコ字形状で長尺な
ガスケット１００を嵌合して取り付けるようにしても良い。
　例えば、図３１に示すように、一側片１０１と他側片１０２を連結片１０３で一体に連
結した断面ほぼコ字形状のガスケット１００を、一方の基本ユニット１の屋根部１０、一
端壁面部１１、他端壁面図１２の一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａと他方の基本ユニ
ット１の屋根部１０、一端壁面部１１、他端壁面部１２の他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，
１２ｂに嵌合して挟持して取り付ける。
【００９７】
　このようにすることで、一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａと他側フランジ１０ｂ，
１１ｂ，１２ｂをガスケット１００で強固に連結できるので、前述したジョイントによる
連結個所を少なくでき、施工性が向上する。
　しかも、一側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａ、他側フランジ１０ｂ，１１ｂ，１２ｂ
の接触面間に雨水等が浸入した場合に、そのガスケット１００が雨樋の役目をするので、
室内に流れ落ちることがなく、止水性能が向上する。
　さらに、一側・他側フランジ１０ａ，１１ａ，１２ａ，１０ｂ，１１ｂ，１２ｂの角部
がガスケット１００で覆われるので、安全性が向上する。
【００９８】
　前記ガスケット１００の連結片１０３には凹溝１０４が形成してあるので、この凹溝１
０４に配線を設けたり、物を吊り下げる部材を引掛けることができる。
　前記一側片１０１、他側片１０２の内側面には突条１０５が設けてあり、この突条１０
５を一側・他側フランジ１０ａ，１０ｂに形成した溝に嵌合することで抜け止め、位置決
めできるようにしてある。
【００９９】
　前記窓部材５１で窓用開口部５０を全閉した状態で、その窓部材５１を外部から開放で
きないようにロック機構を取り付けるようにしても良い。
　例えば、図１４に示す網戸５６を着脱自在又は、巻き取って開き状態に保持できるよう
にし、窓部材５１の下部寄り内側面にロック部材、例えばバックルの雄部材５８ａを取り
付けると共に、一端壁面部１１の窓用開口部５０よりも下方位置にロック受部材、例えば
バックルの雌部材５８ｂを取り付ける。
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　そして、窓部材５１を全閉状態としたときに、雄部材５８ａを雌部材５８ｂに係合連結
して窓部材５１が動かないようにロックする。
【符号の説明】
【０１００】
　１…基本ユニット、２…第１主折り曲げ線、２ｃ…折曲部、３…第２主折り曲げ線、３
ｃ…折曲部、４…第１折り曲げ線、５…第２折り曲げ線、６…第３折り曲げ線、７…一側
折り曲げ線、８…他側折り曲げ線、１０…屋根部、１０ａ…一側フランジ、１０ｂ…他側
フランジ、１１…一端壁面部、１１ａ…１側フランジ、１１ｂ…他側フランジ、１２…他
端壁面部、１２ａ…一側フランジ、１２ｂ…他側フランジ、２０…一側壁面シート、２１
…他側壁面シート。

【図１】 【図２】
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